
まちかど graffiti では、広報
係が取材した “ あわらの話題 ”
をお届けします！ 

　「第 14 回市民体育祭」を開催しました。昨年に続き、
天気に恵まれたこの日、みんなでジャンプや綱引き、玉入
れ、人生リレーといった競技に、小さな子どもからお年寄
りまで、たくさんの市民が爽やかな汗を流しました。グラ
ウンドや各ブロックのテントから大きな声援が飛ぶ中、参
加選手はチーム一丸となって、優勝目指して頑張っていま
した。

目指せ、優勝！
◆ 10 月１日（日）　トリムパークかなづグラウンド

　中国の文豪魯迅の孫にあたる、周令飛さんを会長とする
魯迅文化基金会の会員 28 人が、あわら市を訪れました。
一行は、日本留学中の魯迅の師だった、あわら市出身の藤
野厳九郎の旧宅を移築した「藤野厳九郎記念館」に足を運
び、来市を記念して植樹を行いました。植樹したのはライ
ラックの木。ライラックは魯迅が北京で初めて建てた家の
中庭に植えた木で、現在でも２本残っていることから選ば
れました。周さんたちとともに植樹を行った橋本市長は「ラ
イラックの花言葉は『友情』。魯迅先生と藤野先生の師弟
愛から始まった友好関係が、次世代に引き継がれていくこ
とを期待したい。」と述べていました。

友情がいつまでも続くことを願って
◆ 10 月 17 日（火）　藤野厳九郎記念館前

　領土を巡って争う「第３回鹿島の森伝説 越前・加賀県
境綱引き」が開催されました。昨年は見事に雪辱を果たし、
１勝１敗の五分ということもあり、両陣営ともかなりの気
合の入りよう。まずは、昨年と同様「民の綱引き」で両市
民のチームが競い合いました。その後、伝説にちなみ、越
前の男神に扮したあわら市長と加賀の女神に扮した加賀
市長がそれぞれ率いる選抜チームによる「神の綱引き」を
実施。越前國は、民の綱引きでの負けをものともせず奮闘
するも、あと一歩及ばず惜しくも破れ、加賀に領土を１
メートル取られてしまいました。橋本市長は、互いの健闘
をたたえつつも、来年のリベンジを固く誓っていました。

領土を綱引きで勝ち取れ！
◆ 10 月 15 日（日）　越前加賀県境の館前

刈安山の水車小屋が
リニューアルしました！

　刈安山の中腹
で登山者の憩い
の場となってい
る 水 車 小 屋 が、
今秋きれいに生
まれ変わりまし
た。痛みの激し

かった屋根や外壁などを、角谷木材建設株式会社が地
域貢献活動の一環として修復されたものです。
　刈安山に入山した際には、水車小屋に立ち寄り、ゆっ
くりと休憩してみてください。
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